
News Release

　株式会社アクセルエンターメディアは、アクセルマーク株式会社において、事業部を管掌しておりました常務取
締役 田島満と管理部門を統括しておりました取締役 峯岸幸久が、同社よりスピンアウトする形で設立されました。

　前職における主力事業であるコンテンツ事業において運営を行っておりました「ファンサイト」は、ライツホル
ダーであるアーティスト所属事務所各社からの許諾のもと運営されておりましたが、携帯電話の機能の進化、サー
ビスの多様化、そして、ライツホルダーにおけるプライオリティの高まりに応じて、従来と比較して、より迅速な
対応ときめ細やかな対応が必要とされています。また、これらのノウハウを活用して提供して参りましたハイブラ
ンド向けモバイルブランディングソリューションのニーズも確実に高まっており、ファンサイト運営ノウハウの専
門化がさらに求められております。
　そこで、アクセルマーク株式会社より、関連する一部の事業を譲り受け、ライツホルダーへの迅速な対応が可能
な専門的な人員体制の構築をすることで、今後の事業展開のスピードアップを図るという判断を行い、当社設立に
至りました。

　日本国内において、一人一台体制まで普及し、生活必需品として浸透したケータイを活用することにより、ライ
ツホルダーとそのライツに対して共通の趣向性を持つユーザ（Fan）との間の情報流通を最適化することによって、
今まで手に入れることのできなかったコンテンツが手に入れられる環境を提供することにより、一人でも多くの
Fan に対して「喜び (Fun)」を与え、ライツホルダーに対しては、今まで到達することのできなかった Fan への情
報伝達を行えるソリューションを提供することにより、「喜び（Fun）」を手に入れた結果としての「ファンの笑顔」
と、一人でも多くの Fan に伝えられたことによる「ライツホルダーの笑顔」を最大化することを目指し、その対
価として利益を得ることで当社が成長することを経営理念としております。これを当社では、「Fun to Fans」と呼
び、経営理念を指し示すスローガンとしております。　
　また、当社が志向する事業体は、ライツホルダーの作品・ブランドを、現在最も普及率が高い情報端末であり、
最も簡易な決済手段を併せ持っているケータイを活用することによりサービス化することで、「欲しいと望んでい
るのに手に入らない」受け手と、「届けたいと望んでいるのに届けられない」送り手との間の情報流通の不均衡を
最適化するためのノウハウを基底としております。

　我々の実現すべきケータイサイトは、共通の趣向性を持つユーザ＝ファンが自らの意志で訪れる「場」でなくて
はならず、送り手であるライツホルダーとファンがより絆を強める「ファンサイト」でなければなりません。その
ためには、多数の有料公式サイトの運営実績によって培ったケータイ特有の機能、テクノロジーを活用するノウハ
ウが必須であり、また、送り手と受け手の双方のニーズを把握し、表現し、満足に繋げることによって、ライツホ
ルダーの抱えるアーティスト、ブランドの価値を最大化することが可能になると考えております。

アクセルマークの経営陣がスピンアウト
ケータイ向けファンサイトマーケティング専門会社設立

平成２２年１月１５日
株式会社アクセルエンターメディア

©2010 AXELENTERMEDIA,INC. ALL RIGHTS RESERVED



◇新会社の概要
商号　  ：　株式会社アクセルエンターメディア
本店所在地　 ：　東京都渋谷区恵比寿南二丁目 19番 7号
経営陣　 ：　代表取締役 田島　満（元アクセルマーク株式会社　常務取締役）
　  ：　専務取締役　峯岸　幸久（元アクセルマーク株式会社　取締役）
主要株主　 ：　経営陣
設立日　 ：　平成 21年 11 月 18 日
主な事業内容　 ：

ホームページ ：　http://www.axelentermedia.co.jp/

< お問い合わせ >
株式会社アクセルエンターメディア
E-MAIL  :　info@axelentermedia.jp
TEL  :03-5768-2782
担当：田島・峯岸
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運営／更新

共同事業型ファンサイト　ビジネスモデル例
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 　具体的には、キャリア公式化、システム構築、運営、サポート及びファンサイトを使用したマーケティング支
援までをワンストップで提供いたします。アーティストの所属事務所を中心としたライツホルダーとの共同事業形
式により、キャリア課金あるいは、ソーシャルアプリ課金のレベニューをシェアするファンサイト運営モデルと、
ハイブランドを所有する企業向けにソリューション提供するバックエンド型モデルを提供いたします。　
　
　「ファンサイトを活用してライツホルダーの抱えるアーティスト、ブランドの価値を最大化すること」をファン
サイトマーケティングと呼び、我々がこの手法を確立し、リーディングカンパニーとなることで、情報流通の最適
化が進み、我々の経営理念である「Fun to Fans」が浸透し、当社のコアコンピタンスが確立するものと考えてお
ります。

1．携帯電話向けアーティストファンクラブの運営
2．携帯電話を使った eCRMの提供
3．携帯電話向け配信ビジネスに関するコンサルティング
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